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奄美大島から得られたイトヨリダイ科魚類
タマガシラ Parascolopsis inermis

畑　晴陵 1・中江雅典 2・本村浩之 3

1 〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–24　鹿児島大学大学院連合農学研究科
2 〒 305–0005　茨城県つくば市天久保 4–1–1　国立科学博物館動物研究部

3 〒 890–0065　鹿児島市郡元 1–21–30　鹿児島大学総合研究博物館

　はじめに

イトヨリダイ科タマガシラ属（Nemipteridae: 

Parascolopsis）は両顎歯が小円錐歯のみで構成さ

れて犬歯状歯がないこと，臀鰭第 2 棘が第 3 棘よ

りも長くて太いこと，体長が体高の 2.5–3.0 倍で

あること，頬部鱗が 4–5 列であること，眼下骨縁

辺が鋸歯状で，大きな棘をもたないこと，背鰭前

方被鱗域の先端が眼の中央に達することなどの特

徴をもつ（Russell, 1990, 2001）．日本からはアカ

タマガシラ P. eriomma Jordan and Richardson, 1909，

タマガシラ P. inermis Temminck and Schlegel, 1843，

お よ び キ ス ジ タ マ ガ シ ラ P. tosensis Kamohara, 

1938 の 3 種 が 知 ら れ て い る（ 藍 澤・ 土 居 内，

2013）．

そのうち，タマガシラは南日本に広く分布す

るが（藍澤・土居内，2013），本種の奄美大島に

おける記録は，藤山（2004）による，写真に基づ

く報告のみであった．2015 年 7 月 23 日に奄美大

島北方で 1 個体のタマガシラが採集された．本標

本は奄美群島における本種の標本に基づく初めて

の記録となるため，ここに報告する．

　材料と方法

計 数・ 計 測 方 法 は Russell and Gloerfelt-Tarp 

(1984) にしたがった．標準体長は体長と表記し，

計測はデジタルノギスを用いて 0.1 mm までおこ

なった．タマガシラの生鮮時の体色の記載は，固

定前に撮影された奄美大島産の 1 標本（KAUM–I. 

79199）のカラー写真に基づく．標本の作製，登録，

撮影，および固定方法は本村（2009）に準拠した．

本研究における琉球列島は中坊（2013）にしたが

い，奄美大島から与那国島にかけてと定義した．

本報告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物

館（KAUM）に保管されており，上記の生鮮時

の写真は同館のデータベースに登録されている．

　結果と考察

Parascolopsis inermis (Temminck and Schlegel, 1843)

タマガシラ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 79199, 体長 140.6 mm，鹿児島

県奄美大島北方（奄美市名瀬漁業協同組合にて拾

う），水深 100 m 付近，2015 年 7 月 23 日，釣り，

畑　晴陵・中江雅典・山川宇宙．

記載　背鰭棘数 10；背鰭軟条数 9；臀鰭棘数 3；

臀鰭軟条数 7；胸鰭軟条数 17；側線有孔鱗数 36；

横列鱗数 4 + 12；上枝鰓耙数 4；下枝鰓耙数 5．

体各部の体長に対する割合（%）：体高 36.7；

頭長 35.2；吻長 10.4；眼径 12.0；眼隔域幅 6.9；

眼下骨幅 2.6；背鰭基底長 51.9；背鰭第 1 棘長 7.7；

背鰭第 2 棘長 11.4；背鰭第 3 棘長 13.9；背鰭第 4

　 　
Hata, H., M. Nakae and H. Motomura. 2016. First record of 

Parascolopsis inermis (Perciformes: Nemipteridae) from 
Amami-oshima island, Kagoshima Prefecture, southern 
Japan. Nature of Kagoshima 42: 249–254.

 HH: the United Graduate School of Agricultural Sciences, 
Kagoshima University, 1–21–24 Korimoto, Kagoshima 890–
0065, Japan (e-mail: k2795502@kadai.jp).



250

Nature of Kagoshima Vol. 42, Mar. 2016 RESEARCH ARTICLES

棘 長 15.0； 背 鰭 第 5 棘 長 14.4； 背 鰭 第 6 棘 長

13.5；背鰭第 7 棘長 12.8；背鰭第 8 棘長 12.7；背

鰭第 9 棘長 12.2；背鰭第 10 棘長 12.8；臀鰭第 1

棘 長 6.8； 臀 鰭 第 2 棘 長 12.4； 臀 鰭 第 3 棘 長

12.0； 臀 鰭 基 底 長 15.7； 胸 鰭 長 29.2； 腹 鰭 長

21.4．

体は前後方向に長い長楕円形でやや側扁する．

体高は背鰭第 5 棘起部で最大．胸鰭基底上端は鰓

蓋後端より僅かに後方に位置し，胸鰭基底下端は

腹鰭起部より僅かに後方に位置する．胸鰭後端は

尖り，背鰭第 9 棘起部直下に達するが，肛門直上

には僅かに達しない．腹鰭起部は背鰭起部直下に

位置し，腹鰭基底後端は背鰭第 3 棘起部と第 4 棘

起部の間に位置する．たたんだ腹鰭の後端は背鰭

第8棘起部直下と第9棘起部直下の間に位置する．

背鰭は起部が鰓蓋後端より僅かに後方に位置し，

基底後端が臀鰭基底後端直上に位置する．背鰭棘

は第 4 棘が最長で，第 1 棘長の 193.9%．背鰭棘

は第 1 棘から第 4 棘にかけて徐々に長くなり，そ

こから第 9 棘にかけて短くなる．背鰭第 10 棘は

第 9 棘より僅かに長く，第 9 棘長の 104.3%．背

鰭軟条はいずれも糸状に伸長しない．臀鰭は起部

が背鰭第 1 軟条起部直下に位置し，基底後端が背

鰭基底後端直下に位置する．臀鰭棘は第 2 棘が最

も太く最長であり，第 1 棘長の 183.2% および第

3 棘長の 103.2%．尾鰭は僅かに湾入し，上端と

下端が尖る．吻端は尖る．口裂は小さく，上顎後

端は眼の前縁よりも後方に達するが，瞳孔前縁に

は達しない．両唇はやや厚い．眼と瞳孔は正円形．

眼隔域は平坦で，眼隔域幅は頭長の 19.7%．鼻孔

は 2 対で前鼻孔と後鼻孔が互いに近接し，眼の前

縁前方に位置する．前鼻孔および後鼻孔はともに

前後方向に長い楕円形．前鼻孔の後縁には皮弁が

ある．肛門は前後方向に長い楕円形で，臀鰭起部

前方に位置する．鰓蓋後縁は円滑．前鰓蓋骨後縁

は鋸歯状．眼下骨縁辺は鋸歯状で，大きな棘がな

い．涙骨下縁は滑らか．体は櫛鱗に被われ，両顎，

前鰓蓋骨，吻部，眼隔域，眼の周囲，眼下骨およ

び胸鰭腋部は無鱗．頬部の鱗列は 5 列．背鰭前方

被鱗域の先端は直線状で，左右の眼の中央を結ん

Fig. 1. Fresh specimen of Parascolopsis inermis. KAUM–I. 79199, 140.6 mm standard length, north of Amami-oshima island, Kagoshima 
Prefecture, Japan.
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だ線に達する．上顎骨の外側には円錐歯が 1 列に

等間隔に並び，その内側には小円錐歯が密生し歯

帯を形成する．下顎には小円錐歯が密生し歯帯を

形成する．鋤骨と口蓋骨には歯が無い．鰓耙は塊

状で短く，先端が丸い．擬鰓はフィラメント状．

色彩　生鮮時の色彩 ― 体背面は朱色．体側上

部から中央にかけては淡い桃色．体側下部から体

腹面は一様に銀白色となり，体側鱗の後縁は桃色

に縁どられる．鰓蓋後方に 1 本，臀鰭起部上方に

1 本，尾柄に 2 本の赤色横帯が入る．背鰭，腹鰭，

臀鰭および尾鰭の各鰭条は半透明．背鰭の鰭膜は

明るいカナリヤ色を呈し，棘部の鰭膜には淡い朱

鷺色の小斑点が不規則に入る．腹鰭と臀鰭の鰭膜

は白色がかった黄色．尾鰭上縁は明るいカナリヤ

色を呈し，鰭膜は白色がかった黄色．尾鰭基底部

には細い赤色横帯が入る．胸鰭は一様に明るいカ

ナリヤ色．上唇と吻部はカナリヤ色．下顎は一様

に白色．瞳孔は青みがかった黒色．

分布　ラッカディブ諸島，スリランカ，アン

ダマン海を含む東インド洋，および韓国済州島，

ニューカレドニア，南シナ海を含む西太平洋に分

布 す る（ 久 新 ほ か，1977; Rivaton et al., 1990; 

Russell, 1990, 2001; De Bruin et al., 1995; Rumpet et 

al., 1997; Kim et al., 2009; Fricke et al., 2011; Rajan et 

al., 2013）．日本国内では日本海南西海域から九州

西岸，千葉県館山から九州南岸にかけての太平洋

岸，東シナ海大陸棚縁辺域，奄美大島（藤山，

2004，本研究），沖縄島（藍澤・土居内，2013），

および小笠原諸島（倉田ほか，1971; Randall et al. 

1997）からの報告がある．

備考　奄美大島産の標本は，両顎歯が小円錐

歯のみで構成され，犬歯状歯がないこと，臀鰭第

2 棘が第 3 棘よりも長く，太いこと，体長が体高

の 2.7 倍であること，頬部鱗が 5 列であること，

眼下骨縁辺が鋸歯状で大きな棘をもたないこと，

背鰭前方被鱗域の先端が眼の中央に達することな

どが Russell（1990, 2001）によって定義された

Parascolopsis 属の標徴と一致した．また吻部に横

帯が入らないこと，背鰭第 4・第 5 軟条が糸状に

伸長しないこと，第 1 鰓弓の鰓耙数が 9 であるこ

と，眼下骨と上顎，および前鰓蓋骨が無鱗である

こと，頭長が眼隔幅の 5.1 倍であること，体側に

4 本の赤色横帯が入ること，眼の後方に三角形の

黒 斑 が な い こ と な ど が Russell（1990, 2001），

Russell and Chin（1996），金城（1997），山田ほか

（2007）および藍澤・土居内（2013）の報告した P. 

inermis の標徴とよく一致したため，本種と同定

された．記載標本の計数形質は胸鰭軟条数を除い

て，Russell (1990)，藍澤・土居内（2013）および

藤原ほか（2014）の示した範囲に一致した．記載

標本の胸鰭軟条は 17 本であり，Russell (1990)，

藍澤・土居内（2013）および藤原ほか（2014）の

示した範囲（14–16）より多い．しかしながら，

その差は 1 本であり，本研究では個体変異と判断

した．

Parascolopsis inermis は長崎から得られた 5 個

体に基づき Temminck and Schlegel (1843) によっ

て Scolopsis inermis と し て 記 載 さ れ（Boeseman, 

1947），石川・松浦（1897）によって，東京市場

に水揚げされた個体に基づき和名タマガシラが提

唱された．その後，島根県江津市敬川沖（松本，

2005），山口県萩市沖（河野ほか，2011），福岡県

津屋崎町沿岸（西田ほか，2004），対馬（竹内ほか，

2015），五島列島，長崎県本土沿岸（道津・冨山，

1967；Shinohara et al., 1998），千葉県館山湾（萩原・

木村，2005；石川，2010），神奈川県横須賀市長

井沖（清水・長田，1982），伊豆半島（益田・小林，

1994；金城，1997），静岡県伊東市富戸（伊藤，

2001），富士市田子（石川，2010），駿河湾（黒田，

1951），三重県鳥羽市（Jordan and Hubbs, 1925），

和歌山県白浜町（望月，1985），みなべ町（池田・

中坊，2015），高知県高知市沖（椎名，2009），須

崎市，黒潮町，（井出ほか，2003），沖ノ島（金城，

1997），土佐清水市以布利（甲斐，2001），大月町

（ 平 田 ほ か，2010）， 土 佐 湾（Kamohara, 1964; 

Shinohara et al., 2001）， 愛 媛 県 愛 南 町（ 伊 藤，

2009；平田ほか，2010；高木ほか，2010），大分

県 大 分 市 佐 賀 関 半 島 関 崎 北 方（ 西 山・ 行 平，

2012），豊後水道南方（椎名，2009），宮崎県日向

灘沖（椎名，2009），東シナ海大陸棚縁辺域（山

田ほか，2007），小笠原諸島（倉田ほか，1971）

などから報告されている．
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また，鹿児島県内においてもタマガシラは多

数報告されている．石川・松浦（1897）が鹿児島

か ら 得 ら れ た 全 長 230 mm の 本 種 1 個 体 を

Heterognathodon guliminda (Valenciennes, 1830) と

して報告したのち，Ishikawa (1904) が同じ標本に

基 づ き，H. doederleini を 記 載 し た． 現 在，H. 

doederleini は P. inermis の新参異名とされている

（Jordan et al., 1913; Russell, 1990）．その後，タマ

ガシラは南さつま市笠沙町（財団法人鹿児島市水

族館公社，2008；藤原ほか，2014），志布志市志

布志湾（藤原ほか，2014），肝属郡肝付町内之浦

湾（財団法人鹿児島市水族館公社，2008；藤原ほ

か，2014），鹿児島湾（Smith and Pope, 1906；今井・

中 原，1969； 榊，2012）， 指 宿 市，（ 藤 原 ほ か，

2014），大隅諸島種子島東岸（藤原ほか，2014）

などから報告されている．

しかし，琉球列島において，タマガシラの報

告は稀で，奄美大島と沖縄島からのみ記録されて

いる（藤山，2004；三浦，2012；藍澤・土居内，

2013）にすぎず，奄美群島与論島（本村・松浦，

2014）や沖縄諸島伊江島（Senou et al., 2006），慶

良間諸島渡嘉敷島（渡井ほか，2009），宮古諸島

（Senou et al., 2007）における魚類相調査において

も記録されていない．吉野ほか（1975）は本種を

琉球列島から報告したが，詳細な産地などの記載

はなく，また標本に基づくものであるかは不明で

ある．藤山（2004）は奄美大島近海から得られた

タマガシラを報告したが，標本に基づくものでは

ない．したがって記載標本は奄美群島におけるタ

マガシラの標本に基づく初めての記録となる．
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